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石川副区長 

 

 

 

 

感謝状受賞者の皆さんで記念撮影 

消費者センター「おたすけ隊 ひまわり」 

 

 

Ⅰ 感謝状贈呈式 

１０年間における見守りや声かけ、絆のあんしん連絡会への参加など「絆のあん 

しん協力員」としてご活躍いただいた２３名と、功労顕著な「絆のあんしん協力機 

関」３機関に感謝状を贈らせていただきました。 

Ⅱ 「絆のあんしん協力員」活動報告 
 

①「サロン立ち上げの喜び・苦労話」 

地域包括支援センター入谷・正木勝代 

さん 
 
②「定期訪問“戸惑い”から“楽しみ”へ」 

  地域包括支援センター関原・小林玲子 

  さん・神山幸子さん 
 
「『絆のあんしん協力員』として苦労のある中 

にも楽しみ、喜びを見つける事が活動を続けて 

いくコツ」という、とても参考になるお話でした。 

 

 

 

 

Ⅲ 古今亭駿菊師匠による落語「笑いあり涙ありの人情話」 

師匠の落語「八五郎出世」を楽しんだ後、師匠には手話によるコ 

ミュニケーション方法なども披露していただきました。会場の皆さ 

んで一緒に手話体験をして、研修会が終了しました。 
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古今亭駿菊師匠 

                                                 

                                                 

(幕間)消費者センター「おたす

け隊ひまわり」による「消

費者トラブルの防止法」 
 

悪徳業者への断り方などを劇で見

せていただき、楽しみながら学ぶこと

ができました。 

２月４日(水)、西新井文化ホールにて、「絆のあんしんネットワーク

合同研修会・感謝状贈呈式」が行われました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

近所に住む一人暮らしの女性を訪問して約半年に

なります。 

女性は数年前に引っ越してきたので、地域のお店

や近所にあるサロンの情報を提供することもありま

す。女性と偶然同い年で、生まれもお近くだったの

で、お互いとても親しみを持っています。 

 
「絆のあんしん協力員」：新井さん 

 

「絆のあんしん協力員」：茂木さん 

「絆のあんしん協力員」になったきっかけ 

 知的障がいの子どもたちも一緒に参加するグループ

「足立キッズクラブ」で、平成１３年くらいから６年ほ

ど、区内のいろいろな場所で活動していました。 

 郊外班の活動もあり、その頃は子どもが６０人近くい

て、親子で行事を企画したりして楽しかったです。これ

をきっかけにボランティア活動に携わっていきたいと考

え「語らいパートナー」「絆のあんしん協力員」になりま

した。 

 

すみれ会の皆様です 

心強い存在で安心してお話できます！ 

                                                 

地域包括支援センター 日の出 

「絆のあんしん協力員」 新井さん 

地域包括支援センター 新田 

「絆のあんしん協力員」 茂木さん 

 

サロン「すみれ会」メニュー作りの楽しみ 

協力員活動の中でサロンを立ち上げ、郊外班の名前が「す

みれ会」だったので今のサロンの名前にも使っています。 

月２回、メンバーで集まってわいわいお話したり、ご飯 

を一緒に食べたりカラオケしたりしています。 

サロンの前日は他のメンバーの方と「明日なにを作ろう 

かしら？」と考えています。皆さんが喜んで食べてくれる 

だけで嬉しいです。         (右上に続く)     
 

～サロン「すみれ会」の活動～ 



 

「絆のあんしん協力員」になったきっかけ 

第２回の傾聴ボランティア(シニア・ピア・カウ

ンセラー)の講習を受けたことがきっかけで登録

しました。 

語らいパートナー・１０年！ 

初めて訪問したのが他県から千住の娘さんの所

に引っ越してきたＡさんでした。 

Ａさんも私も時代小説が好きで、とても気が合

いました。それがご縁で１０年間…雨が降ってい

ても週１回の訪問が続いています。   

Ａさんは今年９４歳になります。 

いま私は太極拳を通じて、健康に気をつけてい

ます。Ａさんが元気な限り、私が元気な限り、で

きることは続けていこうと思います。 

ちなみにお薦めの時代小説は、池波正太郎の剣

客商売シリーズです。 

傾聴ボランティアの講習で印象に

残っていること 

① 話の聞き役になると意識すること。 

② 相手の話を聞き出すような相槌を打

つこと。 

③ 自分から話の結論や答えを出さない

ように気をつけること。 
 

「これは普段の人とのおつきあいや家族

とのコミュニケーションでもとても勉強

になっています。」 

「絆のあんしん協力員」：高仲さん 

最後に･･･ 

「時間があって元気な方は誰でも『絆のあ

んしん協力員』になってもらいたいです。」 

」 

地域包括支援センター 千住西 

「絆のあんしん協力員」 高仲さん 

          

絆づくり担当課＆地域包括支援センター 
区内イベントに出動！ 

 
         

  

 

 

 

語らいパートナーになって嬉しかった事 

訪問するとすごく喜んでくれて、私を待ってい

てくれることが嬉しいです。 

だからなにがあっても行くことにしています。 
                                                 

「絆のあんしんネットワーク」「孤立ゼロプロジェクト」の

ＰＲのため、区内各イベントに参加します。 

まずは４月４日(土)、５日(日)に舎人公園で開催される「春

の花火と千本桜まつり」に参加します！ 

４日(土)は、１０時からロコモ度テスト(立ち上がりテスト、

歩幅測定などで年代の平均値と比べ、現在の自分の移動能力を

確認するテスト)などを行う予定です(テストは４／４のみ)。 

「絆のあんしん協力員」のみなさまも一緒に活動してみませ

んか？ぜひご協力お願いいたします！ 

 
今後の参加予定イベント 

５月 地球環境フェア(足立区役所) 

６月 しょうぶまつり(しょうぶ沼公園) 

１０月 あだち区民まつり(荒川河川敷) 

１２月 光の祭典(元渕江公園) 

 



 

※実施町会・自治会名など、詳しくは「足立区 絆」で 

インターネット検索してください！ 

※コーシャハイム北千住集会室で、月１回程度、月曜日の午後 1時 30分 

から 3時 30分まで開催  

開催日・連絡先など詳しくは、足立区社会福祉協議会 基幹地域包括

支援センター 【電話：６８０７－２４６０】までご連絡をお願いし

ます。 

第１回目の紹介は日ノ出町にある「はればれサロン」です。以前に

コーシャハイム北千住自治会の会長だった緒方さんが、孤立ゼロプロ

ジェクトの調査終了後に“地域での居場所を作りたい”“地域の絆を

強めたい”という思いを強く持ち、平成２６年７月にこのサロンを始

められました。 

 毎回、サロンの前半は「楽しく学ぼう老い支度」などのテーマを決

め、看護士、地域包括支援センター日の出の職員など専門家の方から

生活に役立つお話などを聞いています。後半はお茶を飲みながら同じ

テーブル同士、おしゃべりに花を咲かせ、皆さんで楽しいひとときを

過ごしています。 

 

 

 

  

 

  

ノロウィルスの対処方法について、実

際に道具を使って練習しました。 

代表の緒方さん(右から二番目)ほか

お手伝いいただいている皆さん 

（平成２７年２月末現在） 

足立区 絆 


